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 令和2年度札 幌 校 へ き 地 校 体 験 実 習 実 習 報 告 会 を 開 催   

 へ き 地 ・ 小 規 模 校 で の 新 鮮 な 雰 囲 気 を 経 験  
 

  
 

【全学校の実習、無事終了の感謝】 

 10月30日(金)、今年度の「札幌校へき地

校体験実習」の報告会が行われました。 

 コロナ禍の中、当初は実習そのものを行

うことができるかどうか心配されました

が、11校で28名の学生が無事に実習を行う

ことができました。 

 体調管理や感染症対策など、例年にはな

い心配も大きい中でしたが、受入校や各教

育委員会の協力はもとより、関係各位の理

解や支援をいただいたことに感謝いたしま

す。なお、今回の実習生の半分が「草の根

教育実習」に応募しており、へき地教育

にも強い関心をいただいている学生が多

いことが分かります。 

  

【少人数の新鮮な雰囲気を実感】 
 学生の報告では、ICTの活用、少人数の人間関係づくり、異年齢集団、一人一人に対応した授

業、教職員の協働性、カリキュラムの柔軟性、地域とのつながり、共同生活の特徴、などが新

鮮な経験として、受けとめられていました。 

 

【実習受入校もZoomで報告会に参加！】 
 報告会は対面で実施することができましたが、Zoomでも参

加できる形をとりました。実習受入校にもZoomで参加を呼び

掛け、何校かが参加してくれたのも学生にとって大きな励み

になったようです。 
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 開会式で、へき地校体験実習に期待することに

ついて、挨拶する玉井康之センター長 

 札幌校でへき地校体験実習について報告する学生 
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発表を通して印象的だったこと、共通してしばしば発表されていた点をいくつか挙げてみます。 
 

 

 

 

 

 

 

実 実

実習報告会で学生たちが発表のため作成したプレゼンの資料 

 

 

 

 

 先生方が仲がいいことは、

すごい！ 

小規模校は教職員数も少ないが、お互いを尊敬し合い、協働して校務を推進 している。 

教師と子ども 一人一人のつながりが深く、信頼関係を築くことが大切である。 

複式の授業は思ったより難しく、事前の準備が重要であると感じた。 

地域とのつながりが深く、様々な取り組みに地域の教育力が反映されている。 

ICTの活用が盛んである。 

初山別小学校での実習 浅茅野小学校での実習 

萱野中学校での実習 多寄小学校での実習 

 一人一人に時間をかけられる

メリット、強固な信頼関係 
日高小学校での実習  子どもと長い時間

関わった時、見え

てくる児童理解の

大切さ！ 
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 【子どもたちと密接にかかわることによる教職の喜び】 
 

 また、授業づくりに関わって、教師の研究討議に参加させてもらった学校もあり、大きな学び

となったようです。そして、子どもたちと密接にかかわったことで、「教職に就きたい」という

意欲は、一層高まったようです。学生たちは、教職の本当の魅力を感じ取ることができるようで

す。 

 

    

 学校での実習のみならず、地域の宿舎での共同生活

についても、「大変だったけれども、皆で協力し合っ

て思い出に残る体験となった。」、「(2年生は)4年生

と一緒に実習できたことで、指導案の書き方や授業づ

くりなどについて学ぶことができた。」等、得難い経

験を積んだ様子が報告されていました。 

 

 実習を終えて帰札する時

も、子どもたちが見送りして

くれたことに感激したという

報告もありました。  

子どもたちに見送られて

感動‼教師になりたく

なった‼ 

 

初山別小学校の発表。校内研に参加した時の様子 

 

鴛泊小学校の発表。帰りの

フェリーを見送る子どもたち

の様子 

 
幌加内小学校の実習発表の様子 
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最後に札幌校の前田賢次先生とへき研センター副センター長の川前あゆみ先生から講評を頂

き、約2時間にわたる報告会を終了しました。 
 

【学生の成長を喜ぶへき地・小規模校の先生方】 

 

終了後、Zoomで参加した学校の校長先生から「１台のパソコンに教職員全員集まって，拝見

させていただきました。みんなで楽しく参加させていただきました。」という温かなメールを

いただきました。“実習して終わ

り”ではなく、実習後も学生の学

びの成果に関心を抱いていただけ

たことはありがたい限りでした。 

 

 コロナ禍は今年だけの事ではな

く、次年度においても心配が続く

ことが予想されます。しかし、今

年度の経験を基に、より充実した

内容で実施できるよう、皆様と共

に検討を積み重ねて行かなくては

ならないと考えます。  

 

 

 

 

 

前田賢次先生からは、へき地校実習の教育の原点や意義について話がありました。川前あゆみ

先生からは、一人一人を大切にする少人数指導をさらに特別支援教育等へも広げて課題意識を

もつこと等、新たな視点を提案して頂きました。 

令和２年度 北海道教育大学 へき地体験実習協力校  

29市町村 52校  実習生合計 122名 

 前田賢次先生からの講評の様子 


